
 

 

 

校長室便り 第１５号                        令和元年６月２４日 山内 

○岩高生のボランティア ～「地域と共に」おおさき食楽まつり～ 

 ６月１５日（土）大雨の中，鳴子レストハウスでおおさき食楽まつりが行われました。当日

はあいにくの雨。ダンス部のパフォーマンスが中止になったのがとても残念です。いつも昇

降口等で一生懸命練習している姿を目にしていましたので本当に残念でした。ただ他のイベ

ントは雨の中でもなんとか実行できました。岩高生のボランティア活動に感謝していますし，陰で岩高

生の活躍の場を支えていただいた事務局長の矢内信孝さんはじめ関係の皆様にも心より感謝いたします。

岩高は「地域と共に」「地域に学び，地域に育ち，地域を担う」がスローガンです。大崎地域の皆さんか

ら多くのことを学び，少しでも地域に貢献できるように頑張りますのでよろしくお願いいたします 

 

◇3 年１組 小松和佳奈 さん（生徒会・ボランティア） 

 私は，高校 1 年生から３年生まで食楽祭りに参加してきました。1 年生の時

は，どんなお祭りなのか，当日お祭りに行って，ボランティア部は子ども縁日

の射的をしました。初めは戸惑いましたが，地域の方々に「ありがとう！」「楽

しかった！」と笑顔で感謝されて，すごくうれしかったです。２，３年生も参

加して，お祭りの雰囲気，スタッフさん達の良さがお祭りを良くしていたのだ

と感じました。私はこの 3 年間，お祭りを通して，食楽祭りの良さと人との交

流の良さを学びました。卒業しても，時間があったら，食楽祭りに行きたいと思います。 

 

◇2年 3組 千葉みずき さん（調理研究部） 

 食楽まつりは，岩高に入って知ったお祭りで，去年に続けて二度目の参加でした。雨風が強い中たくさ

んの屋台が並び，たくさんの方が来て下さいました。私が特に印象に残っているのは，折り紙ランドでの

小さい子の笑顔です。このように異なる年代の方とふれあえるのは，地域のイベントならではだし，少し

ずつ減ってきているので，これからも岩高で盛り上げていければなと思います。 

 

 

今回はこれで校長のつぶやきはお終いです。 

「ありがとう この言葉だけで 報われる 寒雨の中の ボランティアかな」 

校長のつぶやき 


